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２．上海市張江ハイテクパーク（南区）の発展計画と構想 
華東師範大学都市と地域企画研究院・資源環境科学院院長  曾   鋼 教授 
 1999 年から、「張江にフォーカス」の戦略を全面的に実施して以来、上海市張江ハイテクパー
クは土地開発、プロジェクト誘致、産業チェーンの形成などの点において、著しい成果を挙げ
た。集積回路、ソフトウェア、バイオ医薬の 3 大ハイテク産業集積が形成され、中国ハイテク
産業の発展に重要な役割を果たしている。また、張江ハイテクパークはイノベーションとイン
キュベータの展開による創業への促進効果が見られ、国内・外における知名度の急上昇に結び
ついたといえる。 
 2004 年 5 月 14 日に「張江ハイテクパークトップチーム活動会議」が開かれ、チームリーダー
の韓正氏（上海市市長）は「張江ハイテクパークはハイレベルのスタートラインの設定とフォー
カス戦略の深化を通じ、科学技術イノベーションの牽引役や科学教育による上海振興のモデル
になる」と指摘した。また、「2010 年（上海万博）までに、張江は環境、設備、交通、情報、
システム、創業気風などの面に努力し、ハイテク産業の集積と周辺地域の牽引役や上海・中国
のオリジナリティを有するハイテクパークになる」という発展目標が出された。上海政府は張
江地域の発展を促進するため、張江の土地開発面積を従来の 25k ㎡から 42.66k ㎡に拡大するこ
とを決定した。 
 張江南区は張江ハイテクパークの持続的成長力、国際化、近代的都市の建設を促進するため、
「全体計画、南区と北区のバランス、効率性と能力の優先、最適の構造、生態・環境問題の考
慮、地域間の協力」などの発展基本理念を策定した。また、ブロックごとに発展する戦略を採
用し、「2010 年までに、光と電子の一体化などのイノベーション産業区、バイオと近代農業区、
Headquarters 区、科学教育サービス区、ビジネスと国際住宅団地、生態公園区などの地域づく
り、特に、バイオ医薬産業、不動産産業などを重点的に発展させる」という開発構想を打ち出
している。発展計画によると、張江南区 17k ㎡の土地に研究開発機関と近代化教育、グローバ
ル企業の本部と生産性を促進するサービス業、インキュベーションとハイテク産業、都市の副
都心と商業街・国際住宅地などの 4大ブロックを建設するのである。ブロック間が交通、情報、
人材流動を通じ、お互いの交流や発展を促進する。また、道路、緑地で分割された各ブロック
は都市の生態・緑地、都市の管理、都市文化と共に、オリジナリティを有し、周辺地域と協力・
共生発展を促進する近代都市生態システムを構築しつつある。 
 一方、張江ハイテクパークの発展条件を創出するためにはイノベーション能力の育成、生活
環境におけるインフラ建設、総合サービス能力のアップ、周辺地域発展に対する牽引力、外部
環境の最適化などの面で、上海市「張江にフォーカス」戦略をさらに進めて行くべきである。
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